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1．はじめに
　文部省が行なった公立学校の「情報教育の実態調
査」1｝によれば，コソピュータ設置校の割合は1993年3
月31日現在で小学校57．7％，中学校94．7％，高等学校
99．7％と着実に増加している一方，コンピュ　一一　fiの操
作ができる教員は全教員の30．O％で，指導できるのは
11．3％にとどまっている。
　1993年度から清報基礎の授業が始まった中学校の技
術・家庭のみならず，すべての教科でのコンビa一タ
の積極的利用が謁われながら2｝，指導者不足やソフト
ウェア不足など多くの問題があり，われわれも家庭科
分野での問題点を指摘した3〕。
　コソピュータ導入に懐疑的な声もある中，様々な研
究活動4｝や，広範な実践も進行しており，例えば新潟県
教職員組合連合会の教育研究集会（小・中学校教員に
よる）の分科会発表でも，コソピュータ関連の発裏は
1993年度゜’｝の総発表件数165件中8件（「算数・数学教
育」2，「音楽教育」2，「技術教育」2，「情報化教育と
文化活動」2）と，前年度岳｝の6件（「算数・数学教育」
1，「音楽教育」1，「技術教育」1，「情報化と教育」2，
「教育条件の整備」1）から増加している。
　清報教育の環境整備は，例えばアメリカでは大学に
おいてプロジェクトが組まれ，教員・学生が協力して
教材臨発7）にあたるなど積極的に推進され高く評価さ
れているが，日本では市販ソフトウェアがまだまだ多
く1），使いやすいものが少ない状況にあり，大学・学会
の一層のバックアップ8，9）も期待される。計算，データ
集積・検索・加工・視覚化，通信，種々の入出力機能
等々，多様な能力を持つ道具としてのコンピュータの
活用が期待されるところである。
　本研究室でも，家庭科への興味を喚起するための，
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多様な手法を駆使した習作プログラムを多数まとめた
システム『オイコス』i°）や，教材作成支援ツール『CAI
作成用BASICサブルーチソ集』n）（以下『サブルーチ
ソ集』）などを開発し，公開してきたe
　ここでは，クイズ形式で衣服の洗濯方法を学ぶプロ
グラム「パソコソでセーターを洗濯してみよう！」12｝（以
下「洗濯プログラム」）の紹介を通してパソコン教育の
一手法を論じ，高等学校での実際の利用例13）を報告し
て考察する。
　眼を家庭科・家政学・生活科学の現況に転じてみれ
ぽ，家庭科指導要領の改訂14｝，家政学の将来展望の模
索151など，学問体系の再構築，教育・研究手段の多様化
が進む中での位置付けが問われている。応用の学とし
て，Howの面とWhyの面をどうパラソスを取ってい
くのか，大局的な対応が必要と考える。
　関連する理科的・自然科学的分野では，若者の理科
離れが深刻化する中LS）で，様々な対応を実践しt7・：S），
魅力ある学問への脱皮を試みている。例えば高校化学
の1994隼度の全面改訂において，『化学IAj19】が設け
られ，その内容には「日常生活の化学」，「身近な材料」
などがあり，衣・食・住・環境等に絡む化学がクロー
ズアップされている。その中には，「洗濯プログラム」
や『オイコス』中の他のブPグラムで取り上げている
衣服の取り扱い表示や洗浄過程の模式図まで盛り込ま
れている20）。
　このことが意味することの速断は避けるが，男女共
修になった小・中・高等学校の家庭科を，生徒に魅力
あるものにすることが，家庭科・家政学・生活科学の
未来にとって重要なのは確かであろう。家庭科には他
の教科ではでぎないことができる面もあり，他教科の
男子教員が家庭科の免許を取得して活躍している例も
ある21）。LIFE　STYLE，　QUALITY　OF　LIFEが璽視
される今，家庭科の発展のために『オイコス』が少し
でも役に立つことを期待し，今後も改訂に取り組みた
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い。
2．プログラムの概要と作成の背景
　rオイコス圭はN量「臼本語BASIC（86）を用いて囲発
し，製EC　PC－9801シリーズバーソナルコンピュータお
よび互換機で使用可能である。
　「洗擢ブPグラム」は，rオイコス」の中で唯一のク
イズ形式のブ肩グラムで，衣服の組成表示・取り扱い
表示をもとに，正しい洗濯方法などをゲーム感覚で習
彿してもらうことを目的にしている。洗濯する素材は，
中学校家庭科で取り上げられた鋤中でも嫉霊な取り扱
いが必要な，毛70％・アクリル30％のセーターを選び，
家庭での手洗いを前提に以下の9項目について質問
し，学習老の回答に鰐し適宜アFバイス等をするよう
になうているbなお，最近の象庭科では手洗いについ
てはあまう触れられていない鋤淋，手洗いや洗濯機の
手洗い機能24｝は，高級獣毛製品などでドライクリーニ
ソグよりもよい効：果を上げる場合もある2さ1劉ほか；，
絹鋤やドライクリーユソグが前礎の天然皮革2ε）にも適
用できるなど，その重要性は変わって齢らず，手洗い
後の仕上げまで学べる本プログラムの利用は極めて有
効と考える。
①水温　　　　②洗剤の種類
③洗い方　　　④すすぎ方
⑤脱水方法　　　⑥干し方
⑦子す場所　　⑧アイ冒ソの温度
⑨あて布の有無
　プログラム進行の詳細は原報1物こ譲るが，取り扱い
表示はグラフィック憶報なので，パソコソ画面に表示
可能（図1）であD，洗浄条件が洗浄効果に及ぼす影
響のグラフを示して，取り扱いのHowの面だけでな
く，Whyの面も説明でき，バソコソ向きの題材といえ
る。
　またゲーム感を高めるために，正解時には画面右下
にrパソザイ小憎」が現われてそれまでの正解数だけ
バソザイをするようにしi学習者の興味を持続させる
ように工夫した。この部分はサプルーチソ化して『サ
ブルーチン集』n｝に登戦しており，他の自作プログラム
でも利用可能になっている。あるいは本プPtグラム末
尾のサブルーチソ部分を，自作プログラムにMERGE
してもよい。使用方法はサプルーチソの冒頭に記載し
た。
　正解時のくアメ〉と，誤答時のくムチ〉は入間の学
習時の重要な道具で，CAIでもよ一く用いられてい
る29）e
　〈学習〉紅ついては，霊長類学30）や脳科学の分野で目
覚しい研究成果が上げられている。〈アメ〉と〈ムチ〉
については，スキナーのオベラソト条件付け鋤とも関
連し，脳内のく報酬系〉と〈罰系＞32，33｝の働きと，快感・
不快感等を引き起こす神経伝達物質の働きがかなり羽
らかになってきた。また，テレビゲーム実行中の成功・
失敗時の脳の挙動を説明した文献もある34｝。
　さらに，いろいろなサルを用いた学習過程の硬究も
盛んであるが，学習の動機付けがうまくいうたサルの
報告傍35｝は極めて興味深い。つまり，最初は正解時のご
ほうびの干ブドウが必要であった（誤答時はブザー）
が，次第に適当な音だけ（例えぽピソポー・ソ！）でょ
くなり，酸後には勉強そのものに歓び（つまり知る歓
　　　　　び）を見出すようになったというものであ
示
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中温で正解です！
轡1　r洗濯プログラム」の画面表承例．右下が正解時のfバンザイ
　　　小僧」で，それまでの正解数が上体に表示される．
る。その勉強時は，簡単な問題ばがウでは
飽きてしまい，難しすぎれば攻撃的な行動
が湧出し，その時点での能カレベルよウ少
しだけ難しい問題を出したときが一番熱中
するというのも面白い。
　人間社会での教育における点数優先主義
」e　，最近のテレビのクイズ番組ブーム（点
数や裳品という〈アメ〉と，罰ゲームなど
の〈ムチ〉がキーになっている）などを一見
るにつけ，考えさせられることが多い“刹
那的な知識の羅列ではなく，体系的な知の
撫築に至る，薪奇清報に薄応する意欲3fi｝と
複雑化に向かう楽しみ3T）を如何に身につけ
てもらうかが重要な課題であり，CAI開発
時にもそのことを念頭におく必要があろ
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う。
　本プログラムは，家庭科に対する見方を変える
motivation的役割を担うのみであるが，冒頭の化学
IAの生活化学とも闘連させ，　Whyの面を強化して統
合化していく必要があり，その際には例えば，すでに
他のプログラムで用いている図2m，図3ss）のような
模式図の活用が有効と考えている。
3．プログラムの実践使用例
　『オイコス』は国内の大学，短期大学，高等学校など
の利用希望渚に配布しており，本学の学生が各自の興
味で作成したプログラムがそれぞれに評価されてい
る。
　ここでは高等学校で行なわれた中学3年生の1日体
験入学の模擬授業において，「洗濯プログラム」を用い
た実践例を紹介し，前節で述べたパソコγ利用の効果
を検証する。
　実施記録は以下の通り。
　　　　実施校　青森県立田子高等学校
　　　　実践者　同校家庭科教諭　諏訪節子
　　　　実施日　1993年10月7日，15日
　　　　受講者　青森県三戸郡田子町内の中学3年生
　　　　　　　　105名
　同校の通常の家庭科でパソコソを用いる場合は，最
後にパソコソを使えるという期待感を持って授業が受
けられるように，各単元のまとめで利用しているが，
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図2　『サブルーチン集』の自由画作成プログラムとコメント表示プ
　　　ログラムで描いた羊毛の一次～高次構造．キューティクルが
あり，押し洗いが必要なことなどが説明できる．
皐嬉？ホ，鮮ライクリーニング溶荊
ドライクリーニングに使用される
無極性で分子サイズも大きい溶媒
分子は、極性基が多数存在する羊毛
織誰の内部へ入り込みにくく、水素
結合からなるcr－herix構造への
影響も水よりずっと小さい。
従って
ドライクリーニング溶剤による鐵維
の膨潤が起きにくく、ドライクリー
ニングは、収緬や型くずれを起こさず
1こ汚れを取り腺けるのである。
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図3　分子表示サブルーチンで描いた羊毛，水，ドライクリーニン
　　　グ溶剤の分子モデノk毛はアミノ酸がつながったたんぱく質
　　　であるため，アルカり性洗剤が使えないこと，水分子が羊毛
　　　の高次構造に影響しやすいため，ドライクリーニングするこ
　　　とが多いことなどが説明できよう．
模擬授業では取り扱い表示をもとにセー
ターの洗濯方法を質問する「ちからだめし」
（前節胃頭の①～⑨について）を行なった
後に，プログラムを利用してもらった。「家
庭科でもパソコンを使うのか」という驚き
ともに，ゲーム感覚で楽しんだようだが，
洗剤の種類や干し方などわかるようでわか
らない取り扱い表示の読み方を興味を持っ
て体得できたようである。
　実施後，なぜそのような取り扱い方が必
要なのかも含めて再度「ちからだめし」を
行なってバソコソ利用の劾果を考察し
た1ヨ㌔その詳細は省略するが，「洗濯って奥
が深いなあ」，「パソコγで試し洗いができ
たので，失敗せずに洗えそう」といった感
想があり，概ね好評であったことから家庭
科に対する考え方の改善に役立ったものと
考える。また，模擬授業を見学した他教科
の教員一同も「男女でパソコソに向かって
いる光景がとても新鮮であった」などと非
常に好意的に評価してくれ貴家庭科の内容
とコンピュータ利用の意義を理解してもら
えた。
　この実践例のような効果を上げるには，
難しい面もまだまだ多いと思う。つまり，
生徒がパソコンアレルギーに陥らずに駆使
できるようにするためには，使用方法の指
導やコソピュータ室の管理（随時使用でき
るようにすることが望ましいが，困難な学
校も多いと聞く）など，煩雑な仕事が必要
になることである。しかし，値凌人の興味
に応じた対話型学習が可能で，既存の事象
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にも新鮮な視点を与えてくれ，自己表現の道具（生徒
にょってはパソコソなら作文や絵を拙くのが苦ではな
いという場合もあり得るだろうし，イソターフ＝イス
の改良しだいでは障害児教育での活用等も考えられ
る）としても能力を発揮するパソコンの，機に臨んだ
運用が黎まれる。
　今後家庭内に高度な情報機器が導入されて各人の目
が肥えてくることを考えると，学校教育の中で利用者
を満足させるだけのコソピュ・一タ教育用教材を開発す
るのは一層大変になるであろう。その意味でも現在各
所で開発されているソフトウニアの情報交i換と流通に
よる相互利用，パソコソ通信で入手できるフリーソフ
トウ＝アの有効利用などが促進されなければならない
と考える。
4．ま　と　め
　家庭科への興味を惹起することを目的として開発し
た『オイコス』中の「洗濯プログラム」を例に，〈学習〉
におけるクイズ形式プログラムの位置付けについて若
干の考察を加えた。
　また，高等学校での中学生を対象にした模擬授業で
プログラムを使用し，パソコソと家庭科に対する興味
を喚起することができたことから，その有効性が確認
できたoコソピ昌一タを用いる授業では，講義者の意
向に沿った良質なソフトウ＝アと，コγピュータの使
用時機の選択，瀦用者個々に対するきめの細かい指導，
そして何より授業内容に対する教員の熱意が必要と考
える。今後も利用渚の意見を反映して楽しいブ冒グラ
ムを作成したい。
5．そ　の　他
　「洗濯プPグラム」の作成に当たっては，家庭科CAI
プログラムとして早期に供給された『私の衣生活』3D）
を一部参考にした。同システムを捷供された岐阜大学
教育学部・杉原利治先生に謝意を表します。
　今回は特に取り上げなかったが，『オイコス』は県立
新潟女子短期大学家政科被服専攻の学生のプログラミ
γグに負うところが大きい。豊かな発想で尽力してく
れた卒業生一同に深く感謝致します。
　プログラムの試用希望者は筆者までファクシミリ
（短大lFAX　O25－270－5工73）でお問い合わせ下さ
い。
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